
学校運営協議会 議事録 
 

校 名 府立園芸高等学校 

校長名 神  絵 里 香 

 

開催日時 令和５年２月 13日（月） 15：30 ～ 17：00 

開催場所 府立園芸高等学校 １階 会議室 

出席者(委員） 中桐委員、石田委員、小畑委員、栢木委員 

出席者(学校） 

神校長、今井教頭、太田首席、臼井首席、平尾首席（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ科長） 

湯谷ﾌﾗﾜｰﾌｧｸﾄﾘ科長、西村(伸)環境緑化科長、金沢普通科長 

長田教諭(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ科)、木村教諭(英語科) 

傍聴者 なし 

協議資料 

・令和４年度 学校経営計画および学校評価 

・令和５年度 学校経営計画および学校評価 

・令和４年度各分掌等の取組目標・評価 

・令和４年度卒業生 進路状況 

・学校教育自己診断について 

・授業アンケートについて 

備考  

 

議題等(次第順） 

１．令和４年度 学校経営計画および学校評価 

２．令和５年度 学校経営計画および学校評価 

３．令和４年度各分掌等の取組目標・評価 

４．令和４年度卒業生 進路状況 

５．学校教育自己診断について 

６．授業アンケートについて 

 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

○ 保護者からの意見の提出状況 

・ 教頭より、保護者からの意見書の提出状況について報告があった。保護者から意見書の提出

はなかった。 

 

○ 令和 4年度 学校経営計画および学校評価について 

・ 中桐委員より、CC を活用した指導や国公立大学への進学実績などにについて、保護者や中学

校向けの説明を充実させることが志願者の増加につながるのではないか、との助言があった。 

 

○ 令和５年度 学校経営計画および学校評価 

・ 中桐委員より、目標、計画についてはこの数年で取捨選択ができており、ブラッシュアップできて

いる、との意見があった。 

・ 小畑委員より、進学類型などの取組みについて、中学校の PRを検討すべきとの助言があった。 

・ 中桐委員より、近隣中学校の志願者数を増やすことは重要であるとの意見があった。 

 



 

○ 令和 4年度各分掌等の取組目標・評価 

・ 石田委員より、近隣施設等と連携した生徒の活動や取組みについて、積極的にプレスリリースを

行い PR してゆくべき、との助言があった。 

・ 中桐委員より、年度末に自己評価を行うことにはとても意味のあることである、という意見があっ

た。 

 

○ 令和 4年度卒業生 進路状況 

・ 中桐委員より、他校の進路実績と比較した際の園芸高校の強みをもっと PR すべきとの助言が

あった。 

 

○ 学校教育自己診断について 

・ 小畑委員より、「他の学校にない特色がある」と回答している生徒が多いことから、学校 PR につ

いて、生徒に意見を求めてみてはどうか、という提案があった。 

・ 中桐委員より、生徒会活動や農業クラブの項目を「課外活動」として一本化することで、生徒の

評価が分かりやすくなるのではないか、という提案があった。 

 

○ 授業アンケートについて 

・ 中桐委員より、肯定的な意見が多く見られることから、その結果を見やすい資料として教員にフ

ィードバックすることで、より前向きに取り組めるようになるのでは、という助言があった。 

 

 

次回の会議日程 

日時  

会場 府立園芸高等学校 
 


